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奉
祈
祷 

世
界
平
和
・
国
土
安
穏 

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

大
荒
行
堂
に
て
お
題
目
を
信
唱
し
、
水
行
・
読
経
に

ひ
た
す
ら
勤
め
、
世
界
平
和
と
国
土
安
穏
、
併
せ
て

檀
信
徒
・
有
縁
の
皆
様
の
ご
安
泰
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

         

令
和
七
年

一
月
十
二
日 

大
荒
行
堂
団
参 

特
別
祈
祷 

荒
行
中
の
ご
祈
祷
に
つ
い
て 

①
初
講
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

代
わ
っ
て
大
荒
行
堂
に
て
特
別
祈
祷
。 

総
檀
信
徒
各
家
の
年
中
安
泰
と
ご
来
堂
の
方
に

全
行
僧
出
仕
の
下
、
お
加
持
を
い
た
し
ま
す
。 

②
新
春
祈
祷
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

代
わ
っ
て
「
大
荒
行
堂
祈
祷
・
回
向
」 

（
先
日
ご
案
内
済
み
）
に
て
お
申
込
の
期
間
ご
祈

祷
・
ご
回
向
し
て
、
大
荒
行
堂
よ
り
お
札
を
送
付
。 

③
星
祭
祈
祷
は
、
例
年
通
り
。 

大
荒
行
堂
に
て
節
分
の
夜
奉
修
。
大
荒
行
堂
よ
り

お
札
を
送
付
。 

④
厄
除
特
別
祈
祷
は
、 

二
月
二
十
四
日
、
大
国
祷
会
に
て
奉
修
。

（
※
一
月
に
ご
案
内
） 

 

年
末
・
年
始
に
つ
い
て 

御
晦
日
午
後
七
時 

歳
末
報
恩
読
誦
行 

令
和
七
稔
元
旦 

 
 

〇
時 

 
 

 

年
越
し
唱
題
行 

七
時 

 
 

 

元
朝
読
誦
行 

 
 

九
時
～ 

 
 

自
由
参
拝
（
随
時
） 

十
三
時 

 
 

 

元
旦
信
唱
の
会 

 

十
五
時
閉
門 

二
日
、
三
日
は
閉
門 

☆

星

祭

開

運

祈

祷  
 

令
和
七
年
の
星
祭
開
運
祈
祷
は
、
住
職
が
大

荒
行
堂
に
て
寒
水
で
心
身
を
清
め
て
お
札
を
謹

書
致
し
ま
す
。
節
分
の
夜
に
は
大
荒
行
堂
の
中

堂
に
於
い
て
☆
星
祭
祈
祷
を
奉
修
致
し
ま
す
。 

 

☆
星
祭
は
、
自
分
の
運
気
を
上
げ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
本
命
星
を
祀
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
気
を

上
げ
る
開
運
の
功
徳
を
得
る
と
さ
れ
ま
す
。 

☆
同
封
の
申
込
書
に
て
良
政
寺
迄
送
付
下
さ
い
。 

※
厄
除
特
別
祈
祷
（
次
回
ご
案
内
）
は
、 

二
月
二
十
四
日
の
大
国
祷
会
で
す
。 

妙
信
山
良
政
寺
だ
よ
り

便
り 日蓮宗大荒行堂 外堂祈祷堂 
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◎
年
始
棚
経
（
新
年
一
月
中
） 

お
正
月
は
、
本
来
お
盆
と
同
様
に
ご
先
祖

を
お
迎
え
し
て
供
養
し
、
一
年
の
安
泰
を
仏

神
に
祈
る
大
切
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。 

良
政
寺
で
は
、
年
始
に
は
各
家
へ
棚
経
に

参
り
、
初
祈
祷
・
初
回
向
を
勤
め
、
年
中
安
泰

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
縁
起
物
の
守
護
矢
、
御

守
護
札
を
授
与
。
（
※
葉
書
に
て
ご
案
内
） 

 

開
運
招
福
の
家
祈
祷 

三
月
十
五
日
～
五
月
二
十
日 

※
希
望
日
を
電
話
に
て
お
申
込
下
さ
い 

七
百
日
成
満
の
功
徳
を
以
て
ご
希
望
の
お
宅
・

会
社
・
店
舗
の
家
祈
祷
（
お
祓
い
）
に
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。
お
申
込
く
だ
さ
い
。
全
国
各
地

の
修
法
布
教
の
後
、
五
月
二
十
日
ま
で
の
成
満 

報
恩
行
の
間
お
勤
め
致
し
ま
す
。 

御
札
の
お
祀
り
の
仕
方 

納
講
会
・
年
始
棚
経
に
て
お
配
り
す
る
家
内
安
全
御

札
の
お
祀
り
の
仕
方
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

○
門
札
と
荒
神
札
は
、
大
荒
行
堂
正
伝
師
を
な
さ
れ

ま
し
た
妙
徳
寺
歴
世
・
尚
道
院
日
亮
僧
正
の
御
染
筆

の
貴
重
な
御
札
で
す
。 

○
御
札
は
、
視
線
よ
り
高
い
所
に
南
か
東
に
向
く
よ

う
に
お
貼
り
く
だ
さ
い
。 

○
神
仏
の
ご
分
体
で
す
の
で
押
し
ピ
ン
を
使
わ
ず
、 

 
 

 
 

 
 

両
面
テ
ー
プ
等
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。 

※
毎
年
新
し
い
御
札
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

門
札
（
白
い
大
き
な
御
札
）➡

玄
関 

荒
神
札 

 
 

（
白
札
）➡

台
所 

烏
枢
沙
摩

う

す

さ

ま

明
王
（
赤
札
）➡

御
手
洗 

☆
方
除
け
金
札
（
一
体 

千
五
百
円
） 

     

大
荒
行
願
満 

常
唱
の
会 

良
政
寺
本
堂
に
参
集
し
て
、 

世
界
平
和
と
国
土
安
穏
、
国
家
安
全
、 

万
民
和
楽
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

大
荒
行
堂
に
全
国
よ
り
参
集
し
た
百
十
八
名 

の
荒
行
僧
が
、
覚
悟
を
以
て
世
界
と
日
本
の 

現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
祈
り
を
込
め
る 

大
荒
行
に
心
を
寄
せ
、
一
心
に
お
題
目
を 

お
唱
え
し
し
ま
ょ
う
。 

 

年
末
大
掃
除 

◎
十
二
月
一
日
（
日
）
九
時
半
～ 

【
給
仕
者
（
敬
称
略
）
】
濱
口
順
吉
、
井
上
光
右
、

岡
部
健
二
、
青
木
朝
子
、
岡
田
祐
香
里
、 

小
林
壽
美
子
、
為
田
悦
子
、
清
水
眞
知
子
、

友
田
チ
エ
子
、
村
井
健
起
、
豊
下
経
子 

お
給
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

作
務
の
会
（
準
備
会
） 

 

行
事
の
事
前
準
備
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

◎
次
回
二
月
二
十
日
（
木
）
午
前
九
時
半 

 

 
 

 


